
分野融合

中学校の社会科の先生方へ

今年の高校入試はこんな問題でした！

合格者の社会の平均点は、５５.７点

☆正答率 (※)が高かったのは、各分野とも基礎的・基本的な知識を問う問題で

す。学習の過程をとおして知識及び技能の定着が図られています！

特徴的な問題を見てみましょう！

＜標準解答＞

２(2)

エ

(Ａの例）
地域における若者の安定した雇用
を確保すること

(Ｂの例）
非正規雇用(労働)者の正社員化の
実現を進めること

オ

(Ａの例）
地域からの若者の転出がおさえられ，
定住につながると思うから

(Ｂの例）
経済的基盤が安定し，結婚や出産の
希望が実現すると思うから

＜ねらい＞

４の２(2)は、選択した資料の内容を読み取った上で、人口減少をおさえる対策と、そのよう

に考えた根拠を説明する問題でした。

＜分析＞

正答率は、２(2)のエが61.1％、オが53.8％でした。課題としては、複数の資料を関係付けた
上で、自分の意見を整理し、社会科の知識や授業で学んだことを活用して表現する力をいかに身
に付けるかなどが考えられます。

＜提案＞

授業では、各分野における基礎的・基本的な知識を活用する力を育成するため、現
代の社会的事象に対する関心を高め、様々な資料を選択して多面的に考察し、適切に
表現する能力や態度を育成していくなどの工夫が必要です。

「分かる！・できる！」まで教えよう！(授業改善のkeyword)

各問いの出題内容・ねらい及び正答率は裏面をご覧ください！

詳しい分析は、報告書や県教育研修センターのＨＰを見てください！

(※)正答率については、合格者４ ,６７８人の中から、無作為に抽出した
６３０人(13.5％)分のデータです。


